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千葉 憲哉,福田 俊夫,金ヶ江 光生,水上 諭,富田 義人,川原 洋一：【選ばれるための今日的核医学事情[Part1]】施設

運営にもつながる最新装置運用を問う アナログPET/CT時代からデジタルPET/CT時代で何が変わるか? デジタル

PET/CTの進化が多様性のある新しい医療の可能性を開く. 新医療 50(3): 78-82, 2023.
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社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

青柳　潔・教授 評議員 日本公衆衛生学会

青柳　潔・教授 代議員 日本生理人類学会

青柳　潔・教授 理事 日本生理人類学会

青柳　潔・教授 代議員 日本産業衛生学会

青柳　潔・教授 九州地方会理事 日本産業衛生学会

有馬和彦・准教授 代議員 日本公衆衛生学会

有馬和彦・准教授 建築審査会委員 長崎県

青柳　潔・教授 評議員 日本衛生学会

有馬和彦・准教授 保健医療対策協議会医療費あり方検討部会 長崎県

有馬和彦・准教授 理事 日本生理人類学会

有馬和彦・准教授 代議員 日本疫学会

有馬和彦・准教授 評議員 日本リウマチ学会

有馬和彦・准教授 代議員 日本生理人類学会

有馬和彦・准教授 副会長 長崎県総合公衆衛生研究会

水上　諭・助教 代議員 日本生理人類学会

有馬和彦・准教授 健康市民２１推進会議委員 長崎市

有馬和彦・准教授 長崎市保健所運営協議会委員 長崎市

有馬和彦・准教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人に
おける性ホルモン・骨代謝回転・骨量間関連
の生理的・遺伝的研究」

水上　諭・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「日本人高齢者
における骨粗鬆症とサルコペニアの生理的多
様性と相互関連の解明」

研　究　題　目

青柳　潔・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人に
おける性ホルモン・骨代謝回転・骨量間関連
の生理的・遺伝的研究」

青柳　潔・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「HTLV-1の
分子系統別疾患感受性の解明と層別化コホー
ト研究の構築」

有馬和彦・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担

科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人に
おける性ホルモン・骨代謝回転・骨量間関連
の生理的・遺伝的研究」

水上　諭・助教 一般社団法人 輔仁会 代表
若手教育研究者のための助成金「SASを学ぼ
う。 マニュアルと動画教材の狭間を埋める、
屋根瓦式学習基盤の創生。」

水上　諭・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「自己炎症
と自己免疫による骨量調節機構の解明:長崎ア
イランド研究骨衛生活動」

水上　諭・助教 日本学術振興会 分担
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その他
 非常勤講師

 学術賞受賞

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

青柳　潔・教授 非常勤講師（公衆衛生学） 西九州大学リハビリテーション学部

水上　諭・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教
非常勤講師（人体のしくみとはたらき（生
理学））

長崎市医師会看護専門学校

有馬和彦・准教授 非常勤講師（公衆衛生学） 長崎市医師会看護専門学校

水上　諭・助教 非常勤講師（公衆衛生学） 西九州大学リハビリテーション学部

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

青柳　潔・教授 優秀論文賞 日本生理人類学会 論文賞

水上　諭・助教 非常勤講師（保健医療福祉のしくみ） 長崎市医師会看護専門学校

水上 諭・助教 優秀論文賞 長崎公衆衛生懇話会

Association between fat
mass by bioelectrical
impedance analysis and bone
mass by quantitative
ultrasound in relation to
grip strength and serum 25-
hydroxyvitamin D in
postmenopausal Japanese
women: the Unzen study.

有馬和彦・准教授 優秀論文賞 日本生理人類学会 論文賞

水上 諭・助教 優秀論文賞 日本生理人類学会

Association between fat
mass by bioelectrical
impedance analysis and bone
mass by quantitative
ultrasound in relation to
grip strength and serum 25-
hydroxyvitamin D in
postmenopausal Japanese
women: the Unzen study.
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